




　本書は，韓国で出版された『한국어 문화 교육 강의〔韓国語の文化教育講義〕』（夏雨出
版刊）の日本語翻訳版です。

韓国語教育のエキスパート チョ・ヒョニョン教授の韓国語教師へのアドバイス ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-315-2


3

はじめに——日本語版の発刊によせて

　日本の読者に私の本を手に取っていただく機会を持つことができ，

大変うれしく思います。私は福岡・熊本・大阪などで韓国語教師に韓

国語の教授法や語彙について特別講義をするため，日本に何度も訪れ

たことがあります。さらには毎年，東京韓国文化院で韓国語教師研修

を行っています。研修や講義の度に先生方の大変な熱意を感じています。

　日本の学生に韓国語を教える機会も多くありました。日本の学生は

ほかの国から来た学生に比べ韓国語の習得が速いという傾向が見られ

ます。これはもしかすると当然なのかもしれません。韓国語と日本語

は語順が同じで，助詞が発達しており，動詞の活用があります。特に

敬語が発達しているという点はほかの言語圏の学生たちが差をつけら

れる韓国語と日本語の共通点でしょう。また，語彙に漢字語が多いと

いう点も韓国語学習に役立つでしょう。

　ですが，学生たちが韓国語学習の難しさを訴えることがあります。

私はこれは教授法の間違いに起因している可能性があると考えます。

本書を通じて韓国語を教えている方や韓国語の上級レベルを目指して

学んでいる方のお役に立てればと思っています。

　本書は韓国語と韓国文化を紹介する方法について講義形式で紹介し

たもので，さらに日本語翻訳版を出版するにあたり原文の内容に加筆

修正しています。私は語彙と韓国の言語文化について研鑽を積み，語

彙と悟りについての研究もしています。今後，皆さんと実際に会って

楽しく語り合う機会があることを願っています。

趙 顕龍（チョ・ヒョニョン）
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　皆さん，こんにちは。今回の講義では韓国語教育の観点から見ると，

何が重要でどのようなことを考慮すべきかを探ってみようと思います。

タイトルを「考慮すべき価値」としましたが，「価値」という言葉は

色々な意味に取ることができます。ここで扱う内容は，韓国語教育に

携わっている人や韓国語を誰かに紹介しようとする人が基本的に考え

るべきことです。韓国語の先生方でも漠然としか考えたことがない方

も多いので，講義をする時にこれだけはいつも覚えていてくだされば

と思い，「価値」について話そうと思います。「価値」という言葉は，元々

は価値観と言う時に使う言葉です。ここでは何に価値を置いて教える

のかについてなので，「価値」を「重点」に変えて説明してもいいと思

います。正しい観点という意味です。この時間は，韓国語を教える時

にどのような点を重要視すべきかについて話したいと思います。

1　使用頻度に注目する

　私が最初に提示したのは「使用頻度に注目する」ですが，見方によっ

てはとても単純なことでしょう。使用頻度に注目するというのはどう

いう意味でしょうか。これは，よく使う言葉を教えなければならない

ということです。しかし，言うのは簡単ですが，先生方が実際に講義

をしているのを見るともう少し使用頻度について考慮して欲しいと思

うことが多いです。特に，韓国語だけでなく英語などの外国語関連の
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教材を見てもあまり使わない表現が含まれていることが多いです。あ

まり使わない表現が多いから，学生が教材を通して学んだ表現を実際

に使う機会がないのです。一度，「これは本当に私たちが使うような文

なのか」と考えながら教材を分析してみてください。

　昔，英語の授業で習ったことを思い返してみると，一生使わないで

あろう文が非常に多くありました。例えば，英語の 1課で最もよく出

てくるのが，「I am a boy.」です。ですが，私たちが実生活でこの言葉

を使うことがあるでしょうか。文法的には，「I」の次に be動詞「am」

が来るということについて説明できるかもしれませんが，実際にこの

言葉を使うことはほとんどありません。「I am a boy.／ You are a girl.」

この文は私が中学校 1年生の時に英語のテキストの最初の課に出てい

たものです。しかし，いつこの言葉を使うのでしょうか。この 2つ

の言葉の意味は「僕は少年だ／君は少女だ」です。会話ではおそらく

「え？　君は少年だと思っていたら，少女だったのか！」という場合に

しか使えないでしょう。でも，誰かにそんなことを言ったら，言われ

た方はすごく怒るでしょう。そのような場合を除けばまったく使うこ

とのない文です。このような使えない文がテキストにたくさん書かれ

ているため，言語を一生懸命学んだはずなのに使うことができないの

です。最もよく使いそうなシチュエーション，最もよく使いそうな表

現と語彙に関心を持つ必要があります。私が最も重要な価値として挙

げる 1つ目の「使用頻度に注目する」とはこういうことなのです。よ

く使うものを教えなければいけないというのはわかりきった事実です
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が，実際に教材を掘り下げていくと，よく使うものではなくあまり使

わないものを提示している場合があるということです。

1　字母教育の例

　さて，皆さんがハングルの字母教育をすると考えてみてください。

皆さんならどんなことを教えますか。例えば，字母教育の時に使用す

る単語には二文字のパッチムを持つものがあります。実際，私は「ㄳ」

のようなものを入門段階で教えるのは控えるべきだと思います。なぜ

なら「使用頻度に注目する」という価値を前提とすると，この「ㄳ」

が使われている単語は入門段階ではほとんど必要ありません。「ㄳ」が

使われている単語といえば，何があるでしょう。一般的に「몫
モク

（分け

前，役割）」のような単語があります。この単語はどのレベルで出てく

るでしょうか。韓国語を学び始めた字母教育の段階で習っても，その

後は中級でも出てきません。高級でも出るか出ないかくらいです。そ

の辺にいる韓国人に「몫」という単語を 1年に何回使うか聞いてみて

ください。一度も使わない人がほとんどだと思います。しかし，テキ

ストでは「ㄳ」の例として大体「몫」か「넋
ノク

（魂）」を提示しています。

一生に一度も使わない人がいるかもしれない単語なのにです。それく

らい使用頻度が低い語彙を入門段階から教えているということです。

　入門レベルの学生は，当然テキストに出てきた単語を覚えようと努

力します。しかし，あまり使うことのない単語を懸命に覚えたところ

でどうするのでしょうか。二文字のパッチムの場合，このような事例
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が非常に多いと言えます。「ㄾ」なども同様です。「훑
フルトボダ

어보다（目を

通す）」，または「핥
ハルタモクタ

아먹다（巻き上げる）」という単語に「ㄾ」が含

まれますが，これらは簡単な単語ではありません。そのような意味で

考えると，語彙や文を提示する時は常に「よく使うものなのか？」と，

絶えず自分に問いかけてみなくてはいけません。そうやって問いかけ

てよく使うものだけを教えるべきなのです。あまり使わないものは入

門レベルで教えるのではなく，その語彙が出た時に教えればいいので

す。「ㄳ」が含まれている場合も，その語彙が出た時に「ㄳ」を教え

てあげてください。しいて最初から教える必要はありません。韓国語

が難しいという大抵の理由は，先生が難しく教えるからなのです。難

しく教えるから難しいのです。簡単に教えれば簡単でしょう。難しい

単語をたくさん教えておきながら，韓国語が簡単であってほしいと願

うのは矛盾していると思います。そのレベルに合った使用頻度の高い，

そんな語彙を教えてこそ学生にとっても易しい言語となるのです。

2　時代の変化の流れに沿った教育

① 語彙の例

時代が変われば学ぶべき語彙や表現も少しずつ変わってきます。例

えば，「점
チョム

（点，ドット）」という単語は簡単でしょうか。難しいでしょ

うか。一昔前であればこの「점」という単語は簡単な単語ではなかっ

たため，普通は初級では出てきませんでした。使用頻度の原理に沿っ

ていて適切だったと言えます。しかし，使用頻度とは常に固定的なも
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のかと言われればそうではありません。最近では「점」は重要です。

いつ重要視されるのでしょうか。外国人は韓国の友人ができると，す

ぐに「メールアドレスは？」と聞くではありませんか。例えば，「khu.

ac.kr」で「점」を知らなければその場でメールアドレスの交換がで

きません。最近，外国人の学生と韓国人の学生が知り合うと一番初め

に何をするでしょうか。電話番号を聞いて，メールアドレスを聞いて，

時にはホームページのアドレスも聞きます。この時に「점」という単

語を知らなければ理解できません。それで，この「점」という単語が

使用頻度の面で見た時，今では重要な単語になったということです。

　「韓国語を教える時に使用頻度に注目する」ということは，「これが

本当によく使われるものなのか？」，「学生たちに本当に必要なものな

のか？」と考えなくてはいけないということです。大抵，決められた

テキストにだけ沿って教えますが，その方法が必ずしも良いとは言え

ません。なぜならテキストには変化はありませんが，韓国語には変化

があるからです。変化の流れに沿って語彙と表現を教えることが重要

だということを申し上げたいです。
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② 敬語法の例

もう 1つ考えてみると，敬語についての例が挙げられます。最近，

私が学生に教えながら悩む場面はこのようなものです。「밥
パム

 먹
モゴッソ

었어?（食

事した）」の尊敬語は何でしょうか。私が幼い頃，「진
チンジ

지 드
トゥショッソヨ

셨어요?（お

食事，召し上がられましたか）」と言うのが正解でした。ですが，最近

は周りやドラマを見ても「진지 드셨어요?」という場面があまり出て

きません。最近ではほとんど「식
シクサハショッソヨ

사하셨어요?（お食事なさいました

か）」を使います。このような場合，使用頻度というものが少し曖昧に

なります。「밥
パブ

（ご飯）」の尊敬語は「진지（お食事）」なのに，今は「진

지 드셨어요?（お食事，召し上がられましたか）」という表現がかなり

減りつつあります。

　「나
ナイ

이（年齢）」の尊敬語が「연
ヨンセ

세（お年）」です。「나이」から「연

세」へと言葉を高める語彙は最近でも使いますが，昔は「춘
チュンチュ

추（お年）」

がよく使われていました。ですが，最近では「춘추」をほとんど使わ

ずに，大抵の場合は「연세」を使います。こうして見ると「춘추」の

使用頻度が少しずつ低くなっています。

「이
イルム

름 - 성
ソンハム

함（名前－お名前）」以外に何があるでしょうか。「함
ハムチャ

자（お

名前）」や「존
チョナム

함（ご尊名）」もあります。私が幼い頃は「함자」とい

う語彙をよく使いました。でも，最近はあまり使いません。使用頻度

も変わるので，特にこのような敬語は必要以上に複雑に教えるのはあ

まり良いことではありません。学生が一般的によく耳にするであろう

表現を教えてあげるのが，かえって韓国語教育にとって大きく役立つ
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ということをお伝えしたいです。

밥 식사 진지ご飯

나이 연세 춘추年齢

이름 성함 함자 /존함名前

最近よく使われる範囲

右に行くほど尊敬の意味が強まる

③ 接尾辞の例

　接尾辞の中で「-쟁
ジェンイ

이」と「-장
ジャンイ

이」があります。通常，先生方に「こ

の 2つはどう違うのか」と質問をすると，たくさん勉強したからわかっ

ているとか，国文科出身なのだから知っていると言って次のように答

えます。「-장이」は主に特定の技術を持っている人で，「-쟁이」はそ

うではないと。正しい答えです。答えとしては合っているのですが，

ここで問題にしたいのは「-장이」という単語を韓国人はあまり使わな

いということです。「-장이」に該当する単語を使うことがほとんどあ

りません。特に韓国語を外国語として学ぶ外国人の場合，「-장이」を

使うことはほとんどありません。

　その辺の韓国人に聞いてみてください。「-장이」を使うのか。 

「-장이」が主に付いている単語が何かといえば，「대
テジャンジャンイ

장장이（鍛冶屋）」，

「미
ミジャンイ

장이（左官）」です。30歳手前の韓国人に「미장이」が何かと聞
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いてみたことがあるのですが，知らない人が半数を占めていました。

韓国人も「미장이」が何をしている人なのかは知りません。とにかく

何か技術を身につけている人でしょう。だから「-장이」と付けたの

でしょう。子供たちも「대장장이」がどういう意味なのか知りません。

どうして「-쟁이」や「-장이」の意味が何なのかを外国人に教えなく

てはいけないのでしょうか。習ってどうするのでしょうか。私が思うに，

使用頻度が極めて低いものを先生が知っているという理由で教えるこ

とにほかなりません。それはやめるべきだということです。

　よって，接尾辞を教えるかどうかの基準は「これはよく使う言葉な

のかどうか」からスタートすべきなのです。私はいつも何かを教える

時に，「これは，よく使うだろうか。これが外国人に必要なものだろう

か」と，絶えず自問します。そうして必要だと判断した時には教えます。

後で実際に「대장장이」が出てくる場面があるなら，その時にこの「대

장장이」の「-장이」は，私たちが一般的に使う「욕
ヨクシムジェンイ

심쟁이（欲張り）」

や「심
シムスルジェンイ

술쟁이（意地悪）」などに使われる「-쟁이」とは違うと，説明

してあげればいいのです。「-쟁이」が出た時に「-장이」まで敢えて一

緒に説明する必要はありません。「-장이」はすでにほとんど使われて

いない接尾辞だからです。

④ 課題の例

最近，手書きの手紙を書くことはほとんどないかと思います。過去

に手書きで手紙を書くことが重要であったならば，最近は携帯でメッ
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セージを送ったり，メールを送ったりする場面のほうが重要視されて

います。携帯メッセージを送る場合と，手書きのメモや手紙を書くの

では大きな違いがあります。なのに依然として韓国語の教材に，葉書

を書く，または手紙を書くなどの課題が出ているのならば，使用頻度，

時代の流れとはかけ離れたものになってしまうでしょう。

　そこで，私は「新しく教材を開発し授業内容を組み立てる時には，

可能であれば最近の学生がよくしていることを中心にしよう」と言い

ます。「先生や友人に携帯メッセージを送ってみよう」と言うと学生は

面白がって課題をします。パソコンを使ってメールを送ったり，ホー

ムページに文章をアップしたりする活動を学生にさせると，楽しそう

に一生懸命やります。ですが，手書きの手紙を書いて送ってみよう，

郵便で葉書を送ってみようと言うとやりません。実際に応用して使う

こともさほどありません。そのような意味からしても，課題の提示に

も使用頻度がとても重要だと申し上げたいです。

2　表現と理解を分けて考える

　次に「表現と理解を分けて考える」ということについて考えてみます。

実はこの部分も私たちが外国語教育を行う時や，学ぶ時に少しなおざ

りにしていたのではないかという気がします。
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1　ことわざの例

　韓国語の授業時間を見るとことわざを教える場合がとても多いで

す。そしてことわざに関する教材も数多くあります。ことわざは文化

も垣間見せてくれるし，面白いですよね。だからしきりに教えるので

す。もちろん，私の 1つ目の原理による使用頻度において考えると，

ことわざもそれほど高い頻度では使われません。したがって，使用頻

度の面ではそんなに多く教える必要がありません。例えば，「사
サゴンイ

공이

많
マヌミョン

으면 배
ペガ

가 산
サヌロ

으로 간
カンダ

다. （船頭多くして舟山に登る）」ということわ

ざを 1年に何回使うのか，周りの人に聞いてみてください。1度も使

わない人が大半だと思います。あまり使わないということです。そ

れなのにことわざ教育では常に教えています。仮に教えようとするの

であれば，私は表現と理解を分ける術を知っておくべきだと思います。

ことわざというのは韓国人同士で比較的によく使われるという特性が

あります。私が見たところ外国人が韓国人と話す時にことわざは使わ

ず，韓国人同士でよく使い，学歴が高い人や社会的にみて指導階層に

いる人よりも普通の一般人がより多く使っていると思います。田舎に

行けばむしろことわざを自然と多く使っています。なので，このよう

な場合には「意味が何なのかだけ知っておこう。全部使う必要はない」，

つまり「理解だけすればよく，表現はひとまず考えるのはよそう」とし，

分けてあげるべきです。

　「서
ソダン

당 개
ケ

 삼
サム

 년
ニョンイミョン

이면 풍
プンウォルル

월을 읊
ウムヌンダ

는다.〔門前の小僧，習わぬ経を読む

の意。直訳すると，書堂（漢文などを教えた私塾）の犬 3年にして風
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月を詠む〕」という例を見てください。考えてみるとどんなに難しい

言葉でしょうか。「서당 개 삼 년이면 풍월을 읊는다.」を説明しよう

とすれば，「서
ソダン

당（書堂）」を説明するのにしばらく時間がかかります。

その次に「풍
プンウォル

월（風月）」を説明する頃にはもう大変です。「풍월」を

どう説明しますか。「읊
ウムヌンダ

는다（詠む）」の説明も非常に難しいです。でも，

韓国の人は「서당 개 삼 년이면 풍월을 읊는다.」ということわざを使

うことは使います。だから表現より理解という次元でことわざを教え

るのなら，「개
ケ

（犬）」や「삼
サム

 년
ニョン

（3年）」などの言葉が含まれること

わざは，「ある事をする人の傍に長くいると，自分も自然とその事がで

きる能力が備わる場合」に使うものだと教えます。すると，その学生

が後に「서당 개 삼 년이면 풍월을 읊는다.」ということわざを聞けば，

「それは，こういう意味だったな！」と思い出して理解できるというこ

とです。つまり，「서당」や「읊는다」まで全部知らなくてもいいのです。

それらの単語を表現する必要がない状況のほうが多いからです。それ

でも敢えて表現しようとするなら，完璧に理解した後でそれを表現に

変える作業が必要になります。完全に理解した後に韓国語で表現でき

るように手助けしてあげるのです。

　ところで今，韓国語教育においての問題が何かと言うと，「理解」と

「表現」を区別していないということでしょう。そのため試験問題に次

のように出したりします。「あることを近くで見守っていたら，それを

自然と自分もできるようになること」に該当することわざを書きなさ

い。このように問題を出したら，これは表現させる問題になるためよ
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くありません。そうではなく，「このことわざの意味として最も当ては

まるものを選びなさい」とすれば理解を問う問題になるので大丈夫で

す。多くの場合，表現と理解を区別していないため学習者が勉強する

時に負担となります。ことわざがどんなに難しいものか，皆さんが長

期間習った英語について考えてみてください。英語のことわざをいく

つ知っていますか。英語が本当に上手な人に聞いてみても，知ってい

ることわざはさほどありません。それほど滅多に使わないのです。も

ちろん聞けばわかるでしょう。「あ！　それは，こういう意味だった！」

と理解はできるでしょう。そのため表現と理解を区別してあげるとい

うことがとても重要となります。

2　擬声語，擬態語の例

　擬声語や擬態語もそうです。音を真似た言葉，姿形を模した言葉

である擬声語，擬態語も大抵の場合，理解することが重要で表現は

重要ではありません。「멍
モンモン

멍（ワンワン）」は犬の鳴き声で，猫が

「야
ヤオンヤオン

옹야옹（ニャーニャー）」鳴くということについて理解ができてれ

ばよく，それを正確に何は「멍멍」と鳴き，何は「야옹야옹」と鳴く

とすべて覚える必要はありません。外国人に聞くと，韓国語の擬声語

の中で最も理解できないものが「꿀
クルクル

꿀（ブーブー）」だそうです。じっ

くり考えてみても私もちょっと理解できません。豚の鳴き声が本当に

「꿀꿀」とはまったく似ていない気がします。「야옹」，「멍멍」はそれ

でも似ていますが，「꿀꿀」という語が一番似ても似つかない語だと
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思います。

　もう 1つ面白いのが，豚は世界中の国で鳴くと思われているかもし

れませんが，豚の鳴き声を表現しない国が多いということです。疑わ

しいと思うのであれば一度考えてみてください。韓国では象が鳴きま

すか。象の鳴き声は何ですか。鹿の鳴き声は何ですか。韓国でも鳴き

声を表現しないものが多いです。韓国にあるからといって世界中の国

でも動物の鳴き声があるとは限りません。そのため事実上，擬声語や

擬態語が少し難しいのです。だからそれをすべて表現しようとする必

要はありません。ひとまず「꿀꿀」なら，「あ，それは豚の鳴き声だな」

程度に理解していればいいです。もちろん時間が経って「꿀꿀」とい

う単語をきちんと理解したのならば，その時には表現できるでしょう。

最初から表現と理解を同時に強調すればするほど，学習者は韓国語が

難しいと思うようになります。語彙などの場合が特にそうです。初級

に出てくる語彙すべてを表現する必要はありません。初級の語彙の中

でも少し難しい語彙は理解語彙とし理解できる程度にだけ提示してあ

げ，その次に理解できる語彙が中級に移ったら表現語彙へと移行でき

るようにしてあげます。このように，常に学習者に韓国語を理解から

表現へと変えていけるよう手助けしてあげる努力が必要です。

꿀꿀 ブー
　ブー
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3　4つの領域別の教育の例

　最初から理解と表現を同時にたたき込もうとはせずに，初めはどん

な意味なのかを知っておくだけでいいということに注目し，次の段階

では理解したものを表現に変えるやり方が韓国語教育ではとても価値

あるものだと言えます。ですが，過去に私たちが外国語教育を受けた

立場からすると，私の経験上ではそのような区分が特になかったと思

います。

リーディングやヒアリングに出てくる語彙が難しいですか，あるい

はスピーキングやライティングに出てくる語彙が難しいですか。当然，

その内容から見るとリーディングやヒアリングのほうが難しいでしょ

う。外国語が読めるレベルくらいに書けるのなら相当できるというこ

とです。そして聞き取りができるくらい外国語を話せるならそれはもっ

と実力があると言えます。なぜなら，リーディングやヒアリングに使

用されている内容と語彙は非常に難しいからです。よって当然，リー

ディングやヒアリングに出てくるものは理解中心に教えるべきで，そ

こに出ているものをすべて書いて話しなさいと教えてはいけないとい

うことです。しかし大抵の場合，理解と表現の教育の区別が上手く行

われていないと申し上げたいです。
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3　規範性と共に自然さも重要だ

　3番目に「規範性と共に自然さも重要だ」というのは実際に論争の

多いテーマです。規範性とは，韓国語では主に語文規範（ことばと文

章についての規則）について言います。一般的に国立国語院で定めた

ものとして，正書法（綴りの規則）の問題や標準発音の問題などが規

範的なものに該当します。正書法は実際にはさほど問題ではないです

が，標準発音はかなり問題があります。規範性と自然さが異なる場合

があるために起こる問題があるということです。特に標準発音ではそ

うです。

1　表記法と発音の問題

　今では両方の表記が正しいと認められていますが，「자
チャジャンミョン

장면（ジャー

ジャー麺）」と「짜
チャジャンミョン

장면（ジャージャー麺）」のどちらが正しいのかと

いう論争はとても重要な問題でした。 後々，表記法とも繋がってきま

すが，ジャージャー麺の発音は「［자장면］と教えるべきなのか，［짜

장면］と教えるべきなのか」と，外国人学生を教える先生方に聞かれ

ます。そんな時は，「［짜장면］と教えなさい」と答えます。なぜでしょ

うか。実際に私が韓国の学生に「君は［자장면］と言うか，それとも

［짜장면］と言うか」と聞くと，ほとんどが［짜장면］と言います。［자

장면］と言う人をほとんど見たことがありません。ですから，もし外

国の学生に以前の規範どおりに［자장면］と教え，その学生がどこか
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に行き「［자장면］ください」と言ったら韓国人に「あ，韓国語をちゃ

んと習わなかったんだな。韓国語が上手くないんだな」と思われます。

2011年 8月 31日付で「자장면」と「짜장면」の両方の表記が認められました。

　発音についての例をもう 1つ上げてみます。「김밥 （韓国風のり巻

き）」の発音は［김
キムッパプ

빱］が正しいでしょうか。［김
キムバプ

밥］が正しいでしょ

うか。規則では［김밥］が正解です。しかし，私が「김밥」のお店に行っ

て注意深く聞いてみましたが，「［김밥］をください」と言う人はいま

せんでした。皆，「［김빱］をください」と言っていました。なのに学

生に規範的な発音［김밥］だけを教えたなら，この学生が不自然な韓

国語を喋っているように見られるということです。だからと言って［자

장면］，［김밥］と教えるのはやめようということではありません。元々

［자장면］，[ 김밥］が標準発音ですが，韓国人のほとんどが［짜장면］，

［김빱］と言っていることを一緒に教えるべきだということです。

　これがどのような時に問題が大きくなるかと言うと，ヒアリングを

する時です。韓国人は上記のように発音をするのに，それを聞いた外

国人が「ん？　あれはどういう意味なのだろう？」と思うならば問題

になるでしょう。言語を学ぶということは意思疎通を図ろうとするこ

となのに，かえって意思疎通の妨げになります。

　もともと語文規範（ことばと文章の規則）というのは若干保守的な

面があります。現在の標準発音はどのような人が使う言葉なのかとい

うことを考えてみると少しおかしな点があります。なぜ，最近の韓国

人がしないような発音を標準発音と言うのでしょうか。考えてみると
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少し変です。韓国の標準語の規定は「現代，ソウル，教養のある人」

です。この 3つの基準からして少し曖昧です。なぜなら教養ある人と

は誰を指して教養のある人と言うのでしょうか。教養があるように見

えても，特に標準語を使っていない人もたくさんいます。したがって

1番目に「教養のある人」，その次に「現代」が基準としては曖昧です。

私の考えでは，この「現代」とは正確に言うと現在の 60～ 70代です。

60～ 70代のソウルに住んでいる人を指しています。より正確に言う

と，その家系が 3代くらい続けてソウルで暮らしていなければいけま

せん。その世代の祖父もソウルに住んでいた場合，発音を聞いてみる

と［김밥］，［자장면］と発音します。その発音を現代の標準発音とし

ているのです。最近ではすでに 60代初めの人も標準語話者ではあり

ません。70代近くにならないと標準語話者とは言えません。なぜなら

だんだんと年齢が上がってきているからです。それが現在まで語文規

範（ことばと文章の規則）となっていますが，あまりに保守的と言え

ども，若い世代と約 50年差がある言語生活なので，それを外国人に

もまったく同じように規範的なものとして強調して教えることはでき

ません。このような場合，より自然なものは何かについても教えよう

とする努力が必要です。もちろん正書法ではそのように書いてはいけ

ません。「김밥」を「김빱」と書くことまで許容するという意味では

ありません。特に韓国人が会話で自然によく使うものであれば，その

ような部分も一緒に教えることも必要だと言えます。それでこそヒア

リングの際，正しい理解ができるのです。
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2　韓国人の誤った表現

　このような例もあります。我が家で子供たちがこのように聞いて

きました。「『깨끗이（きれいに，清潔に）』の発音は ［깨
ケックッシ

끄시］と

［깨
ケックッチ

끄치］のどちらが正しいですか」と。［깨끄시］が正解です 。どう

して子供たちがそのような質問をしてきたのかと言うと，歌の中では

発音がすべて［깨끄치］と出てくるそうです。それで歌を調べてみる

と，ほとんどが［깨끄치］となっていました。そこで外国人が［깨끄

시］だけを習った場合，誰かが［깨끄치］と発音すれば「え？　この

単語は何だ？」と思い，その単語が理解できないはずです。［깨끄시］

が正しいですが，［깨끄치］と発音する人もいると話しておけば，聞

いた時に［깨끄치］も理解できるでしょう。

　そのような意味で考えると，規範性と自然さというものは常に同時

に重要となってきます。特に意思疎通を強調する言語教育ではより重

要だと言えます。もちろん，韓国人を対象とした国語教育では正しい

表現をしなければならないので規範性というものがより重要になって

きます。 ［깨끄치］と言わず［깨끄시］と言うのが国語教育では絶対

に必要となります。しかし外国人や在外同胞の人に韓国語を紹介する

時には，さらっと「［깨끄치］と言う人もいます」と話してあげることが，

むしろ必要だと申し上げたいです。

「きれいに，清潔に」の意味の韓国語の表記は「깨끗이」ですが，ネイティブ
でも副詞形を作る接尾辞「- 이」が同じく副詞形によく使われる「- 히」であ
ると誤解する人が少なからずいます。「- 히」が付いた場合，깨끗히となり発
音は［깨끄치］になります。
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　私がいつも面白いと言っているものに，「맞
マッチュムポプ

춤법（正書法）」という

単語があります。韓国語で難しいものの 1つが正書法でしょう。と

ころが，ある韓国人が私に韓国語の正書法は難しくないと言うのです。

それで私が「では，『맞춤법』という単語を書いてごらんなさい」と

言うと，その「맞춤법」という単語の正書法を間違えていたのです。「맞

춤법」と書く時に多くの人が（마の下に）「ㅈ」を書きません。

ある人は「띄
ティオスギ

어쓰기（分かち書き）」 は簡単だと言います。そこで「띄

어쓰기」と書くように言うと，分かち書きを間違えていました。「띄

어쓰기」はこのように間を空けずに書かなくてはならないのに「分か

ち書き」という単語の分かち書きさえも間違っていたのです。従って

韓国の言葉が正書法も分かち書きも難しいというのは，「맞춤법」や「띄

어쓰기」という単語を見てもわかります。「띄어쓰기」は一つの単語

なので「띄어쓰기」と言う時には付けて書き，「띄어 쓰다（分けて書

く）」と言う時には，空白（スペース）を空けて書かなくてはいけませ

ん。「붙여 쓰기（付けて書くこと）」や「붙여 쓰다（付けて書く）」も

空白を空けて書かなくてはいけません。ややこしいですね。よって，「띄

어쓰기」と「맞춤법」を正しく使いこなすことが意外と大変だという

ことを「韓国人の誤った表現」と一緒にお話してみました。

띄어쓰기 띄어  쓰다 붙여  쓰기 붙여  쓰다
意味： 分かち書き 分けて書く 付けて書くこと 付けて書く

正書法： くっつける 分かち書きする 分かち書きする 分かち書きする

分かち書きとは助詞，語尾以外の各単語を離して書くことです。
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4　規則を単純化すべきだ

　「規則を単純化すべきだ」とは，外国人に韓国語を教えることを前提

とした問題のためにそう言うのです。よって韓国人に教える時には規

則が少し複雑でも構いません。

1　敬語法の例

　敬語法の場合も，以前ならば「나이－연세－춘추（歳ｰお年ｰお年）」

まで全部教えてもよかったのです。ですが，今は「연세」だけ知って

いれば表現するのにさほど問題がないのに，あえて「춘추」まで知っ

てややこしくする必要があるでしょうか。最近では敬語法が大きく 2

段階に分かれている場合が多いです。以前は，敬語法は主に相手が誰

なのかによって区別していたので複雑でした。相対敬語法と言われる

ものも元々 6段階に分かれていましたが，最近では複雑なため 2段階

に分けて使うことが多いです。

　例えば 6段階の時には，「해
ヘラ

라／하
ハゲ

게／하
ハオ

오／하
ハシプシオ

십시오／해
へ

／해
ヘヨ

요」

と，このように分けていました。この中で「해라／하게／하오／하십

시오」は，一般的に格式ばっているので「격
キョクシクチェ

식체（格式体）」と言い，「해

／해요」は「비
ピギョクシクチェ

격식체（非格式体）」と言います。非格式体を見ると

どうでしょうか。「반
パンマル

말（くだけた言い回し）」か丁寧形の 2種類しか

ありません。それで「해体」が実際には少し曖昧なのです。この「해体」

はパンマルでしょうか。パンマルと言うにはちょっと曖昧です。なぜ
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なら母親にも「해体」を使う時が多いからです。「엄
オンマ

마 빨
パルリ

리 와
ワ

.（お

母さん，早く来て）」という表現も問題ありません。絶対に問題がない

というのではなく，このようにも使ったりもするということです。と

ころが「빨
パルリ

리 와
ワラ

라.（早く来い）」とは言えません。「해体」が完全に

低めた表現（下称表現）をしているとは言い難いです。ですが「해라

体」になると完全に低めた言い方（下称表現）です。格式体には全部

で 4段階の区分がありますが，最近では「하게体」と「하오体」はあ

まり使いません。4段階に分けることはあまりせず，主に 2段階で区

分しています。主に「해라」か，あるいは「하십시오」の 2つのうち

1つだけを使い，最近では，「빨
パルリ

리 가
カゲ

게.（早く行きなさい）」，「어
オソ

서

오
オゲ

게.（さあ来なさい）」とはあまり言いません。「어
オソ

서 오
オオ

오.（さあ

来てください）」，「빨
パルリ

리 가
カオ

오.（早く行きます）」はもっと使いません。

このように「하게体」，「하오体」の表現が消えていっています。なぜ

でしょうか。それは敬語法の区分が複雑なため 2段階へとなりつつあ

るからです。語彙も「나이」と「연세」があるので「춘추」をあまり

使わないようにしています。「밥」や「식사」があるので「진지」は

使わない傾向にあります。「이름」と「성함」の区分があるので，「함자」

や「존함」は使わない傾向にあるということです。よって外国人学生

に教える時は，規則を単純化させ，敬語を使うかどうか程度にだけと

どめて教え始めたほうがいいです。最初からそこまで複雑にすべてを

知る必要がどこにあるでしょうか。実際に考えてみると，言語をあま

りに難しく教えすぎて問題が多く発生しています。

パンマルとは同年代や年下，ごく親しい相手に対して使う表現です。
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2　発音の例

今，私が説明しようとしていることも議論の余地があります。「왜
ウェ

，

외
ウェ

，웨
ウェ

」という発音を区別できますか。敢えて区別しようとするなら

できるでしょう。ところが実際の会話での発音は，3つともすべて［웨］

と似たように発音をします。「너
ノ

 어
オジェ

제 왜
ウェ

 안
アヌワッソ

 왔어？（お前，どうして

昨日来なかったんだ？）」で「왜」を［웨］と発音することがよくあ

ります。「외
ウェグゴ

국어 대
デハッキョ

학교 다
タニョ

녀.（外国語大学に通っているんだ）」で

も［웨］の発音に近いです。そこで問われるのは韓国語を教える時に，

この 3つを正確に区別して教えることが果たして正しいのかというこ

とです。最初はこの 3つは主に［웨］の発音になるということを教え，

それを正確に区別しようとする時には区別できると言及しておくのが

いいと思います。最初からその 3つをはっきりと区別しなければなら

ないと言った瞬間，学生は「あ，韓国語って難しいんだな」と思います。

実際にそうです。現場を覗いてみると，先生は学生に正確に教えてお

きながら実際に学生の前で発音する時は「왜，외，웨」を同じように

発音します。ですから学生は習った発音と違うので混同してしまうの

でしょう。

　規則を単純化するというのは，「教えている内容がとても難しすぎや

しないか。単純に提示するならば何だろうか」と常に問いかけること

です。語彙や発音もそうですし，多くのことについて悩まなくてはい

けません。難しすぎる表現や語彙はどこまで教えるべきかについて考

えてみなくてはなりません。文法を教える時も同じです。段階に合わ
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せ単純化させて教えるほうが良く，過度に複雑に教える必要はないと

言えます。この部分は前の「表現と理解」のところと繋がっていますが，

例えば理由を表す色々な表現に細かな違いはあってもはっきりと大き

な違いというものは現れません。そこで「理由を表す時にはこれを使

いなさい」と使える表現を単純化させて教えてあげれば，韓国語で話

す時に自信をもって話せるようになります。むしろその違いをあまり

にも細かく提示してしまうと，韓国語を話す時に難しく感じてしまう

場合が多いということです。

5　文化は言語と関連づけて教育すべきだ

　5つ目に「文化は言語と関連づけて教育すべきだ」ということを説

明したいと思います。まず，韓国語教育が難しくなっている理由に文

化教育の内容を詰め込みすぎているという点を指摘したいです。だか

らと言って文化教育をするなというのではなく，難しすぎる内容を多

く提示したために韓国語の授業自体が難しくなっているということで

す。例えば，教材で太極旗の模様についての説明をしているものが多々

見受けられます。ところが，この説明に使われている語彙や文法はど

んなに難しいでしょうか。太極旗について敢えて説明をするなら，そ

の学習者の母国語で説明してあげることをお勧めします。そうすれば

むしろ細かく説明をしてあげることができます。「건
コンゴンガムニ

곤감리（乾坤坎
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離，韓国の太極旗に現されている空と大地と水と火を象徴する 4つの

もの）」，考えただけでも難しくありませんか。

　また，違う例で「キムチを作る方法」を教えるとなると容易ではあ

りません。「어
オスッソルギ

슷썰기（斜め切り）」のような表現をどう説明するので

しょうか。非常に難しいです。文化と関連したものの中でも「韓国語

の授業時間には，主に言語教育と関連したものを扱わなくてはならな

い」と申し上げたいです。例えば敬語法のような場合，韓国の文化に

ついて話すことができます。その次に呼称や指称のようなものも，文

化について語れるものがたくさんあります。ことわざも同様です。こ

とわざの場合も，我々教師が文化を紹介できる部分が数多くあります。

このように文化について語れるものを言語の中に含ませて上手に扱え

ば，文化教育もさほど難しくありません。ところで「文化教育」と言

うと，いつも伝統的なものや大層なものを多く考えてしまうという問

題があります。そのような内容を韓国語の授業時間に韓国語で教えた

ら，とてつもなく難しい授業になります。そうすると韓国語を学びた

いと思う気持ちが徐々になくなってしまいます。韓国語の授業は楽し

く，比較的に簡単な授業だと思えるようにしなければなりません。そ

のようにするためには，教える側自身が韓国語は簡単で楽しいものだ

と思えなくてはいけません。そのような意味で考えた時，「文化教育」

の内容が学習者が理解するにはあまりにも難しいものなら，いっその

こと学習者の母国語で提示し，そうでなければ言語教育へと繋がる文

化が何かについて最大限に悩み，その後にその内容を教えなくてはい
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けないという考えを持っていただければと思います。

　最近の文化の内容も大衆文化，または現代文化についてのものが多

くなっています。伝統文化は習っても思ったより使えるものが多くあ

りません。かえって大衆文化や現代文化のほうが実用的なものが多い

です。それをある用語では「事情教育」と言います。韓国の事情をよ

く知っているということです。韓国へ行きタクシーやバス，地下鉄に

乗るという時に必要な交通文化があります。交通文化について理解し

ていないと失敗する場合が多々あるでしょう。そのようなことを言語

教育と関連付けさせるなら，「道探し」，「タクシーに乗る」といったこ

とと繋げてその文化について自然に教えられます。

　例えば日本のタクシーはほぼ自動ドアです。そのため韓国人が日本

のタクシーに乗った時にどのような問題が起こるのかというと，タク

シーから降りる時にドアをバタンと強く閉めるため問題が生じます。

ともすると故障する事態が発生します。反対に日本の学生が韓国に行っ

た時にはどのような問題が発生するでしょうか。タクシーから降りた

時にドアを閉めずに行ってしまうのです。タクシーの運転手が驚いて

「ドアを閉めていけ」と言ったとしても，当然そのまま行ってしまうで

しょう。ですから，このような交通文化や車の乗り方に関連した文化

を言語と関連した場面で説明してあげれば，はるかに簡単に文化教育

が行えます。

　もちろん伝統的な文化，韓国の伝統的な家具，服装に関することや

韓
ハノク

屋（韓国の伝統家屋）の形に関しても教育が必要です。しかしそれ
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らの内容が難しすぎるなら，別途時間を設けて教育するほうがかえっ

て役立つのです。

6　まとめ

1　	韓国語に関心を持とう

　　韓国語は生きています。言語は生きているのです。生きて動き息

をしているのです。そのため常に新しいものがどう変わっているの

か，新しい表現がどう出てきているのかについて考えなければなりま

せん。仮に韓国の大学に進学したい外国人の場合なら，韓国の大学生

が話している言葉が理解できなくてはいけません。韓国の大学生が話

している言葉が理解できなければ，韓国の大学で過ごすことは非常に

大変でしょう。必ずしも彼らの使っている表現が正しいというのでは

ありませんが，そのような表現に対する理解は必要だと思います。あ

る学生がホームページの掲示板に「저
チョヌン

는 자
チャソソガ

소서가 어
オリョウォヨ

려워요 .（私は自

紹書が難しいです）」とあげていました。それで「『자
チャソソ

소서（自紹書）』

とは何だろう？」と思い調べてみると，「자
チャギソゲソ

기소개서（自己紹介書）」

を縮めた言葉でした。最近の大学生が実際によく使っている言葉です。

「학
ハクシゲ

식에 갔
カッタ

다.（学食へ行った）」と言ったりもします。「학
ハクシク

식（学食）」

とは「학생식당（学生食堂）」を縮めた言葉です。このように言葉と

は変化し続けています。「このような言葉を使おう！」と言うのではな
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く，韓国語を教える時に，また韓国語を学ぶ時に韓国語がどのように

変化しているのかについても絶えず関心を持たなくてはならないとい

うことです。そうしてこそ自然な表現についても理解でき，その集団

ときちんと意思疎通を図ることができるのです。そのような意味から，

新しく変化していく言葉に対して関心を持つことも必要なことだと思

います。

　「教えるということ」は難しいことです。そう思うのは私自身よく

知り，それについて説明をしてあげなくてはいけない立場だからです。

常に韓国語に対する関心，言語に対する関心，相手，そして相手の国

の文化に対する関心，相手の言語に対する関心があってこそ正しい言

語教育が成し遂げられると考えていただければいいと思います。

2　	韓国語に込められている価値を伝えよう

　もう一言だけ付け加えると，言語を教えるということ，言語を教育

するということは基本的に価値と関連しています。私たちがほかの言

語を学ぶ時，何のために学ぶのでしょうか。その言語を学んでその言

語を話す人たちとの競争で勝とうというのではなく，その文化を学び，

彼らの思考，価値観を学ぼうとしているのです。基本的にそのような

考えを持たなくてはならないと思います。教える場合も同じです。韓

国語に込められている考え，価値などをよく伝えるために韓国語を教

えるのであって，韓国語を通じて相手を蔑んで見たり自分が持ってい

るものを恵んであげているのだと思ったりしてはいけません。
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　言語教育とは新しい世界を見せてくれる力を伸ばすことです。通常，

言語は 1つの世界を含んでいると言います。よって韓国語を学ぶとま

た違うもう 1つの世界を得ることになります。そのような観点から言

語教育をされるのであれば，韓国語教育においての重要な価値を発見

できるのではないかと思います。韓国語の素敵な価値を紹介できるよ

うに願っております。
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